
男
女
共
同
参
画
に
よ
っ
て
実
現
す
る
女
性
活
躍
社
会

《1》 

女
性
活
躍
を
進
め
る
各
国
の
動
向
と
日
本
の
現
状
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西
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携
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１
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の 

実
現
（
＝S

D
G

ｓ
の
実
現
）」

に
不
可
欠
な
も
の

　

Ｗ
20
と
は
２
０
１
５
年
の
Ｇ
20

（
注
1
）
の
議
長
国
ト
ル
コ
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
発
足
し
た
Ｇ
20

の
公
式
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
視
点
と
女
性
の
参
画
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
を
Ｇ
20
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
及
び
す
べ
て
の
プ
ロ
セ

ス
に
主
流
化
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
Ｇ
20
の
議
長
国

は
中
国
。
１
年
間
に
わ
た
り
、
貿

易
、
女
性
、
ユ
ー
ス
な
ど
、
世
界

経
済
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
中
国
各
地
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
取
組

を
行
っ
て
い
る
政
府
関
係
者
を
は

じ
め
、
研
究
者
、
実
務
者
、
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
が
集
い
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
提
言
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
ら
の
提
言
は
、

Ｇ
20
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
最
も
重

要
か
つ
影
響
力
の
あ
る
首
脳
会
合
、

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
も
の

で
あ
る
。
９
月
４
、
５
日
に
杭
州

で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
６
年
の
Ｇ

20
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
は

〝T
ow

ards an Innovative, 
Invigorated, Interconnected 
a

n
d

 In
c

lu
siv

e
 W

o
rld 

Econom
y

”。「
成
長
の
た
め
の
新

し
い
道
」「
よ
り
効
果
的
で
効
率

的
な
世
界
経
済
・
世
界
金
融
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
」「
活
発
な
貿
易
と
投

資
」「
包
摂
的
で
相
互
に
関
連
し

た
開
発
」
と
い
う
４
つ
の
具
体
的

ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
Ｗ
20
は
、
こ
れ
ら
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」「
女
性
」
と
い
う
視
点
か
ら

検
討
し
、
議
論
の
成
果
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
と
し
て
ま
と
め
、
Ｇ
20
首
脳

会
合
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
同
年
５
月
24
日
か
ら
26
日

ま
で
西
安
で
開
催
さ
れ
た
。

２

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る 

『
女
性
活
躍
』
の
論
点
は
？

　

１
９
９
５
年
の
第
４
回
世
界
女

性
会
議
で
は
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
（
当
時
）
が

演
説
の
中
で
「W

om
en's rights 

are hum
an rights

（
女
性
の
権

利
は
人
権
で
す
）」
と
述
べ
、
喝

采
を
浴
び
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

は
、
文
字
通
り
「
人
権
の
問
題
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
国
際
社
会

で
共
有
さ
れ
、
北
京
行
動
綱
領
に

も
根
源
的
な
価
値
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
、
世
界
銀
行
が
「Gender 

equality is sm
art econom

ics

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
賢
い
経

済
）」
と
い
う
政
策
を
打
ち
出
し
、

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
２
０
０

６
年
か
らGlobal Gender Gap 

Report

を
発
表
し
始
め
る
な
ど
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
、
経
済
に

と
っ
て
良
い
こ
と
だ
」
と
い
う
考

え
方
が
急
速
に
広
ま
り
、
経
済
政

策
や
経
済
成
長
戦
略
の
文
脈
で
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ

に
「
女
性
の
活
用
」
で
あ
る
。
安

倍
政
権
が
主
導
す
る
女
性
活
躍
推

進
も
、
元
を
た
ど
れ
ば
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と

し
て
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
で
あ

る
。

　

現
在
、
Ｇ
７
、
Ｇ
20
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
、
経
済
に
関
す
る
多
国
間
協
議

①　

世
界
経
済
の
視
点
で
考
え
る
『
女
性
活
躍
』
の
論
点

　
　
　

～
「W

om
en-20

（W
20

）」（
２
０
１
６
年
５
月
・
西
安
）参
加
レ
ポ
ー
ト
か
ら
～

特 集
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の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
は
「
世
界
経
済
の
持
続
的

か
つ
包
摂
的
な
成
長
の
原
動
力
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
活
発
に

議
論
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
２

０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
で
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（Sustainable 

D
evelopm

ent Goals; SD
Gs

）」

も
重
要
な
議
論
枠
組
み
と
な
っ
て

い
る
。SD

Gs

は
、
持
続
可
能
な

地
球
環
境
と
社
会
を
創
っ
て
い
く

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
「
人
権
」「
社
会
的
公
正
」

を
ベ
ー
ス
と
す
る
枠
組
み
で
あ

り
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
す
べ
て

の
国
で
達
成
し
よ
う
と
い
う
国
際

目
標
で
あ
る
。
17
の
目
標
の
中
で

も
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
・

女
の
子
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

（
ゴ
ー
ル
５
）
は
最
も
重
要
な

ゴ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
５
が
掲
げ

る
６
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
１
．
女

性
・
女
子
差
別
の
撤
廃
、
２
．
暴

力
の
撲
滅
、
３
．
未
成
年
の
結
婚

な
ど
有
害
な
慣
行
の
撤
廃
、
４
． 

無
償
ケ
ア
労
働
の
軽
減
・
再
分

配
、
５
．
政
治
・
経
済
等
の
意
思

決
定
へ
の
参
画
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
促
進
、
６
．
性
と
生
殖
の
健

康
と
権
利
の
保
障
）
は
、
先
進
国

途
上
国
問
わ
ず
、
普
遍
的
な
課
題

ば
か
り
で
あ
る
。

　

Ｗ
20
で
は
、「
世
界
経
済
の
持

続
的
発
展
」
と
い
う
Ｇ
20
の
共
通

目
的
と
「SD

Gs

の
ゴ
ー
ル
５
の

実
現
」
を
議
論
の
両
輪
と
し
、
女

性
活
躍
を
単
に
「
経
済
成
長
の
手

段
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進

し
、
女
性
の
主
体
的
な
参
画
を
可

能
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

環
境
整
備
・
公
共
政
策
が
必
要
な

の
か
、
そ
れ
ら
を
各
国
で
実
行
す

る
た
め
に
Ｇ
20
は
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
え
る
の
か
、
と
い
う
論
点

が
設
定
さ
れ
た
。

３

リ
ー
ダ
ー
育
成
だ
け
で
な
く

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
必
要
性
も

論
点
に

　

Ｗ
20
は
、
議
論
の
成
果
を
９
月

の
首
脳
会
合
に
向
け
た
政
府
間
協

議
な
ど
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
や
、

Ｗ
20
以
外
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
グ
ル
ー
プ
（
雇
用
、
デ
ジ
タ

ル
経
済
、
ユ
ー
ス
な
ど
）
の
議
論

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
Ｇ
20
首

脳
声
明
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
Ｗ
20 

２
０
１
６

で
は
、
首
脳
会
合
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

を
踏
ま
え
、
以
下
の
４
つ
の
テ
ー

マ
で
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

②
女
性
の
雇
用
・
起
業
・
社
会
保

障③
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け
る
女
性

の
役
割

④
相
互
に
関
連
し
、
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
政
府
関
係
者
、
専
門
家
、
実

務
家
、
企
業
関
係
者
ら
が
、「
現

状
、
課
題
、
Ｇ
20
に
提
言
す
べ
き

こ
と
」
と
い
う
枠
組
み
で
議
論
が

交
わ
し
た
。
す
べ
て
の
パ
ネ
ル
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
底
し
て
い
た
の

は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、
経
済

合
理
性
の
観
点
か
ら
だ
け
で
「
女

性
活
躍
」
を
議
論
す
る
の
で
は
な

く
、
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
・
公
共
政

策
が
必
要
な
の
か
を
議
論
し
よ
う

と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
い
く
つ
か

の
論
点
を
紹
介
し
た
い
。

●
２
０
１
４
年
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

（
ブ
リ
ス
ベ
ン
）
で
首
脳
た
ち
が

公
約
と
し
て
採
択
し
た
「
２
０
２

５
年
ま
で
に
労
働
参
加
率
に
お
け

る
男
女
差
を
25
％
削
減
す
る
」
と

い
う
（
25
／
25
ゴ
ー
ル
）
に
関
し

て
：

　
「
単
に
女
性
の
労
働
参
加
率
の

向
上
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、『
男

女
間
の
賃
金
格
差
の
解
消
』と『
質

の
高
い
雇
用
・
職
の
創
出
』を
セ
ッ

ト
で
議
論
し
、
政
策
策
定
を
行
う

必
要
が
あ
る
」「
経
済
政
策
だ
け

で
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、
適
切

な
社
会
政
策
を
通
じ
て
国
連
女
性

差
別
撤
廃
条
約
や
北
京
行
動
綱
領

を
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

●
無
償
ケ
ア
労
働
に
つ
い
て
：

　

女
性
が
経
済
・
社
会
参
加
を
す

る
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
障
壁
の

一
つ
は
、
主
に
女
性
た
ち
が
家
庭

内
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
主

に
女
性
た
ち
が
無
償
で
担
っ
て
い

る
ケ
ア
労
働
（
家
事
、
育
児
、
介

護
、
看
護
な
ど
）
の
過
重
負
担
で

あ
る
。
こ
の
労
働
の
価
値
を
正
当

に
評
価
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
算
入
し
、

経
済
政
策
に
反
さ
せ
る
こ
と
、
家

庭
内
の
男
女
間
で
の
再
分
配
や
適

切
な
公
共
政
策
を
通
じ
て
女
性
の

ケ
ア
労
働
の
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
考
え
る

女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
の
あ
り
方
：

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
革
新
の

進
展
に
よ
っ
て
、
雇
用
市
場
や
働

き
方
は
急
速
に
変
化
す
る
。
起
業

や
就
業
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル

も
今
と
10
年
後
で
は
大
き
く
変
わ

る
の
で
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
女
性

の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や

女
子
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
が
進
み
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
女
性
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
が
必
要
で
あ
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ン
ダ
ー
視
点
」

　

登
壇
者
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
児

童
保
護
副
大
臣
、
イ
ギ
リ
ス
の
王

立
国
際
問
題
研
究
所
の
国
際
経
済

の
調
査
主
任
、
ロ
シ
ア
の
極
東
連

邦
大
学
オ
リ
エ
ン
タ
ル
研
究
所
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
中
国
社
会
科
学

院
の
世
界
経
済
と
政
治
研
究
所
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際

労
働
機
関
）
の
労
働
環
境
・
平
等

局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ス
ペ
イ
ン

の
女
性
・
機
会
平
等
研
究
所
事
務

局
長
、欧
州
委
員
会
の
専
門
家
ら
。

　

活
発
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、「
２

０
２
５
年
ま
で
に
労
働
参
加
率
に

お
け
る
男
女
間
格
差
を
25
％
削
減

す
る
」
と
い
う
25
／
25
ゴ
ー
ル
に

つ
い
て
だ
っ
た
。
女
性
の
労
働
参

加
率
の
向
上
は
、
①
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増

加
と
一
人
当
た
り
の
所
得
の
向

上
、
②
格
差
の
解
消
と
中
間
層
の

拡
大
・
維
持
（
女
性
の
労
働
参
加

率
と
中
間
層
の
サ
イ
ズ
に
は
相
関

性
が
あ
る
）、
③
人
口
動
態
の
変

化
に
よ
る
問
題
（
高
齢
者
・
子
ど

も
な
ど
の
従
属
人
口
の
増
加
）
の

緩
和
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
。
し
か
し
、
男
女
間
の
賃
金
格

差
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済

構
造
の
中
に
性
差
別
が
存
在
し
て

い
る
。ま
た
、意
思
決
定
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
お
け
る
女
性
比
率
の
低
さ

は
、
適
切
な
法
整
備
・
社
会
政
策

を
通
じ
て
国
連
女
性
差
別
撤
廃
条

約
や
北
京
行
動
綱
領
が
充
分
に
履

行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
だ
に
女
性

が
無
償
ケ
ア
労
働
を
過
重
に
負
担

す
る
な
ど
、
働
き
続
け
る
環
境
が

充
分
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
性
差
別
の

撤
廃
や
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
施
策

（
母
親
支
援
、
保
育
の
拡
充
、
子

育
て
中
の
母
親
の
間
で
の
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
な
ど
の
働
き

方
の
選
択
肢
の
拡
大
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
、
企
業
の
取
締
役
の
女

性
比
率
の
向
上
等
）
を
速
や
か
に

実
行
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
Ｗ
20
の
成
果

文
書
で
あ
る
「
Ｗ
︱
20
会
議
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
」（
注
２
） 

に
Ｇ
20
諸

国
へ
の
提
言
と
し
て
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

○
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
差
別
を
撤
廃
し
、
女
性
の
経
済

的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
お
よ
び
経

済
へ
の
参
加
を
推
進
し
、
Ｇ
20 

の
す
べ
て
の
活
動
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
。 

○
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
を
、
世
界
経
済
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

を
取 

り
入
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
対

応
予
算
を
実
施
・
推
進
す
る
こ
と
。 

○
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
国
家
経

済
に
及
ぼ
す
悪
影
響
と
コ
ス
ト
を

研
究
し
、
す
べ
て
の
女
性
及
び
女

児 

に
対
す
る
い
か
な
る
形
態
の

暴
力
も
防
止
・
廃
絶
す
る
法
令
と

施
策
を
採
択
し
、
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
に 

よ
っ
て
、
公
共
の
場

と
私
的
な
場
で
の
安
全
を
確
保

し
、
女
性
の
経
済
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
。 

○
公
的
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
民
間
セ

ク
タ
ー
の
双
方
に
お
い
て
、
ま
た 

Ｇ
20 

代
表
団
の
構
成
に
お
い
て
、

女
性
が
意
思
決
定
を
行
う
立
場
や

指
導
的
立
場
に
同
等
に
参
加
す
る

機
会
を
増
や
す
た
め
、
効
果
的
な

施
策 

を
実
施
す
る
こ
と
。 

○
開
発
政
策
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た

め
、
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
行
動
目
標

に
従
い
、 

男
女
平
等
な
ら
び
に
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め

の
資
金
提
供
を
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
。 

○
政
府
お
よ
び
企
業
に
よ
る
包
摂

的
な
調
達
方
針(

地
域
と
グ
ロ
ー

バ
ル
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
女

性 

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
積
極
的
に

活
用
す
る)

の
遂
行
を
奨
励
す
る

た
め
、
基
準
デ
ー
タ
の
構
築
、
目

標
値
の
設 

定
、
進
捗
状
況
の
報

告
な
ど
特
別
な
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
。 

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
： 

デ
ジ
タ
ル
経

済
に
お
け
る
女
性
の
役
割

　

登
壇
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
准
教
授
、
メ

キ
シ
コ
の
国
立
女
性
研
究
所
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
担
当
デ
ィ
レ
ク

る
。
単
に
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を

利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
技
術
革

新
そ
の
も
の
に
女
性
が
主
体
的
に

参
画
し
、
新
た
な
技
術
の
開
発
の

担
い
手
に
な
れ
る
よ
う
な
取
組
み

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
可
能
に

す
る
に
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
科
学
、

技
術
、
工
学
、
数
学
：Science, 

T
echnology, E

ngineering, 
M

ath

）
領
域
で
の
女
子
教
育
を

拡
充
し
、
男
女
格
差
及
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
視
点
に
根
ざ

し
た
政
策
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
立
法
府
・
行

政
機
関
・
企
業
の
意
思
決
定
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
お
け
る
女
性
比
率
の
向

上
」「
意
思
決
定
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や

ST
EM

領
域
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
イ
ア
ス
の
解
消
」「
デ
ジ
タ
ル

経
済
や
技
術
革
新
に
関
す
る
男
女

別
デ
ー
タ
の
収
集
、
調
査
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
分
析
」
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
議
論
も
全
体
を
通
し
て
交
わ

さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、「
経
済
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

と
「
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け
る
女

性
の
役
割
」
の
２
つ
の
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
な
論
点

を
紹
介
す
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
：
「
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
ジ
ェ

タ
ー
、
中
国
政
府
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
管
理
運
営
部
門
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
起

業
家
支
援
企
業Q

uantum
 Leaps 

の
最
高
経
営
責
任
者
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ

ト
の
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ら
。

　

女
性
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
集
中

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
業
・
小
売
業

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
ラ
ウ
ド
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
が
重
要
な

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
は
、
起

業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
効
率
性
と
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、
融
資
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

や
生
産
資
源
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

し
、
新
た
な
市
場
や
顧
客
へ
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を

拡
大
し
、
新
し
い
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
も
繋
が
る
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｔ
や
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
「
ア
ク
セ
ス
」「
活
用
の
頻

度
や
使
い
方
」「
サ
イ
バ
ー
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
技
術
や
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
」
に
お
い
て
男
女
間

で
格
差
が
あ
る
。
女
性
が
技
術
革

新
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
と
、
女
性
の
経
済
的
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
デ
ジ
タ
ル
経

済
や
技
術
革
新
が
も
た
ら
す
恩
恵

を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。



注
１　

Ｇ
20

　

Group of T
w

enty

の
略
で
、
Ｇ
７
に
参
加

す
る
主
要
先
進
国
７
カ
国
、
新
興
経
済
国
、
Ｅ

Ｕ
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
。
主
な
目
的
は
、

世
界
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
国
際
経

済
協
力
の
推
進
。

注
２　

W
om

en-20 

会
議
コ
ミ
ュニ
ケ
（
仮
訳
） 

中
国
・
西
安　

2016 

年 

5 

月 

26 

日 

、
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局

http://w
w

w
.gender.go.jp/kaigi/renkei/

ikenkoukan/68/pdf/shiryou_6-3.pdf
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パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
提
起

が
さ
れ
た
。

○
25
／
25
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、「
女

性
の
た
め
に
１
億
の
新
た
な
職

を
」
と
謳
っ
て
い
る
が
、
重
要
な

の
は
「
ど
ん
な
職
か
」
と
い
う
問

い
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
技

術
革
新
に
よ
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な

ど
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
に
つ

れ
て
、
仕
事
の
種
類
は
確
実
に
変

化
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
調
査
は
「
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の

50
％
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け

る
職
に
な
る
」
と
予
測
し
て
い

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
操
作
・
利
用
す
る

ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
自
分
で
仕
組
み
を

設
定
す
る
力
や
、
新
し
い
技
術
を

産
み
出
す
力
が
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
。

○
デ
ジ
タ
ル
経
済
が
女
性
の
経
済

活
動
の
中
心
的
な
場
に
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。
働
く
場
所
や
時
間
帯

の
自
由
度
が
増
す
の
で
よ
り
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
が
可
能
に
な

る
。
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の
ｅ
コ

マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
）
の
利
用

者
・
消
費
者
の
大
半
は
女
性
な
の

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
も
多

い
。
し
か
し
、「
技
術
革
新
や
Ｉ

Ｔ
は
男
性
の
得
意
分
野
」
と
い
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
が
未
だ

に
家
庭
内
、
教
育
現
場
、
社
会
全

体
に
浸
透
し
て
い
る
。
そ
れ
が
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
領
域
で
の
女
子
教
育
の
遅

れ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
デ
バ
イ
ド
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
。
男
の
子
の

方
が
早
く
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
使
い
始
め

る
傾
向
に
あ
り
、
８
歳
の
時
点
で

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
自
信
を

持
っ
て
い
る
の
は
男
の
子
の
方
が

多
い
。
15
歳
の
時
点
で
Ｉ
Ｔ
領
域

で
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
い
る
の

も
男
子
生
徒
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
。
教
育
政
策
を
通
じ
て
、
女
子

の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
5
年

生
の
女
子
生
徒
が
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
領
域

の
大
学
や
企
業
の
訪
問
等
を
行
う

取
組
も
始
ま
っ
て
い
る
。
10
代
で

の
Ｉ
Ｔ
知
識
・
ス
キ
ル
の
格
差

は
、
将
来
の
賃
金
格
差
に
繋
が
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
や
女
子
の
苦
手

意
識
を
解
消
す
る
よ
う
な
取
組
が

必
要
で
あ
る
。

　

Ｇ
20
の
枠
組
み
で
取
り
組
む
べ

き
こ
と
と
し
て
、
女
子
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
教
育
と
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お

け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

た
。
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、

○
Ｇ
20
の
雇
用
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

で
行
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ

ル
に
関
す
る
議
論
に
、
今
回
の
Ｗ

20
で
の
議
論
の
成
果
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
。
特
に
、「
Ｉ
Ｔ
や
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
男
性
・
男
の
子
の

も
の
」
と
い
う
社
会
規
範
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を
な
く
し
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
女
性

た
ち
が
こ
れ
ら
の
領
域
で
教
育
を

受
け
、
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
を

奨
励
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
や

教
育
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
強
調
す
る
。

○
実
状
に
合
っ
た
政
策
を
策
定
す

る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
領

域
に
お
け
る
男
女
別
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
。

と
い
っ
た
提
案
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
、「
Ｗ
︱
20

会
議
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
で
は
、
Ｇ
20

諸
国
の
政
府
へ
の
提
言
と
し
て
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

○
「
新
産
業
革
命
」
が
も
た
ら
す

機
会
を
捉
え
、
積
極
的
に
デ
ジ
タ

ル
経
済
に
参
加
し
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
よ
う
と
す
る
女
性
及
び
女
児

の
努
力
を
奨
励
し
、
支
援
す
る
こ

と
。 

○
女
性
及
び
女
児
の
デ
ジ
タ
ル
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
投
資
し
、
女

性
が
主
導
す
る
デ
ジ
タ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
官
民
の
投
資
を
奨
励

す
る
こ
と
。 

○
労
働
市
場
お
よ
び
労
働
者
の
権

利
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
影

響
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
を

実 

施
し
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
時
代

に
お
け
る
女
性
の
起
業
と
雇
用
に

有
利
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

４

日
本
の
『
女
性
活
躍
』
推
進

へ
の
示
唆

　

あ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
経
済

成
長
は
必
ず
し
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
進
展
に
は
繋
が
ら
な
い
」
例

と
し
て
、
日
本
が
挙
げ
ら
れ
た
。

現
在
、
安
倍
政
権
の
下
、
女
性
活

躍
推
進
は
重
要
な
政
策
課
題
と
な

り
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
制
定
・

施
行
も
含
め
、
多
く
の
施
策
が
実

行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｗ
20

で
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
、「
女

性
の
力
を
い
か
に
経
済
に
活
用
す

る
か
」
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
性
差
別
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を
無
く
し
、
女

性
の
人
権
が
守
ら
れ
、
男
女
共
に

能
力
を
伸
ば
し
発
揮
で
き
る
よ
う

な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
構
築

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（SD

Gs

）
の
枠

組
み
で
の
議
論
が
よ
り
活
発
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、SD

Gs

は
人
権
に
立
脚
し
た

目
標
で
あ
る
と
同
時
に
、
２
０
１

６
年
５
月
にSD

Gs

国
内
推
進
本

部
が
設
置
さ
れ
、
安
倍
総
理
が
自

ら
本
部
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
い

て
も
重
要
な
政
策
枠
組
み
に
な
り

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
革
新
が
も

た
ら
す
変
化
を
見
据
え
た
上
で
、

女
性
の
起
業
・
就
業
支
援
策
や
女

子
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
領
域
で
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を
解
消
し
、
女

子
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
ろ
う
。




